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ヤングケアラーの支援と相談支援

〇社会や地域からの孤立

・重層的（包括的）相談支援体制、地域での支援体制

〇早期発見・早期介入

・二次障がい、適切な支援、チームアプローチ、多職種連携（つなぎ）

〇潜在化しやすい環境

・おかれている環境や状況、価値や文化、多様性

〇アセスメント、とは
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令和４年度子ども・子育て支援推進調査研究事業

ヤングケアラーの支援に係るアセスメントシートの在り方に関する調査研究

【 事業概要 】

〇支援が必要なヤングケアラーの早期発見・介入に繋げるための

アセスメントシートの在り方を検討することで、ヤングケア

ラーへの支援の充実を図ることを目的に実施

〇成果物として、アセスメントツール及びその活用を促進するた

めのガイドブックを作成

（実施：有限責任監査法人トーマツ）
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ヤングケアラーの支援に係る
アセスメントシートの在り方

に関する調査研究

https://www2.deloitte.com/jp/ja/pages/life-sciences-and-healthcare/articles/hc/yc-assessment.html
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実施概要と経過（報告書より抜粋）

第3章 先行調査・先行研究の整理（文献調査）

第4章 アセスメント等ツールに関するヒアリング調査

第5章 デルファイ調査（アンケート調査）

第6章 成果物の取りまとめ （報告書参照）

第7章 総合考察
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第3章 先行調査・先行研究の整理（文献調査）

【アセスメントツールに対する議論】

〇早期発見・早期介入に向けて

・対象は？ ⇒ 子ども （年代や育ちによる差異）

⇒ 関係機関（専門性による差異）

・多様化するニーズへの対応

・評価指標と支援へのつなぎ（分析と評価）

・スクリーニングと気づき

・価値と分化

本研究では「簡易確認ツールA」「簡易確認ツールB」「アセスメントシート」

それらの活用を促進するガイダンスとして「ガイドブック」を作成
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第４章 アセスメントシート等ツールに関するヒアリング調査

【ヒアリング】

〇対象分野

・児童福祉、高齢者福祉、障害福祉、教育、医療、生活困窮、

ヤングケアラー相談、当事者団体

〇地域による差異

・アセスメントの捉え方の違い

ヤングケアラーか否か？支援の一部としてのアセスメント？

・アセスメントをすることでの恐怖や不安

本研究では、成果物に求められる主な役割を

「ヤングケアラーに気づいて必要な支援に繋げる」

「子どもの気持ちに寄り添い話を聞くことができる構えを作る」とし、

成果物については、評点をつけるのではなく視点を提示するもの、と整理
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第５章 デルファイ調査調査

【デルファイ調査】

〇各分野の専門家にアンケートによって意見を求め、これを集計し
た結果を再びアンケートとして回答者に送り、その意見を集計する（数
回にわたってアンケートの反復を行うことで、専門家の意見の集約、分
散を調べて、これを予測の材料とする） 対象はアンケートと同様

本研究の成果物は「子供の話を、子どもを主役として聞いてくれる大人が
いる環境を作る」、ことを目的とし、ヤングケアラーの気づきを促す「ヤ
ングケアラー気づきツール」と、ヤングケアラーに気づいた後に、子ども
との信頼関係を構築するための会話の視点を示す「ヤングケアラーアセス
メントツール」の2階建て構造とする
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第７章 総合考察

【アセスメントの在り方に関する要点】
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第７章 総合考察
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地域での活用

〇アセスメントツールなどの成果物の活用について意見交換

・地域での研修

・重層的（包括的）相談支援体制の構築へ向けたきっかけとして

・アセスメントの在り方についての意見交換や多職種連携

・地域での子どもの存在とおかれている状況

・ヤングケアラーへの支援と障がい福祉の支援の共有することと

似て非なるもの


